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四日市市立水沢小学校 

 

                    校長  片岡  博  

 

 

１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

「水沢の郷土を愛し，心身ともに調和のとれた子の育成～学校を核とした地域力の向上

とともに～」を活動目標に設定し，児童の教育については２０年後，３０年後に水沢地区

を支える人材として「調和のとれた人間性」「地域を理解し地域を愛する子」「地域や地域

の人々とつながり合える子」の育成をめざしています。また地域とのかかわりについては

「学校を核としてつながり合える地域社会づくり」「世代間の交流が高まる地域社会づく

り」をめざした活動となることをねらいとしています。 

 

２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（1） 教育活動の実践事例 

「地域を学ぶ」「地域に学ぶ」「地域と学ぶ」をキーワードに，今年度も水沢地域の

自然，文化，歴史，産業などを学ぶ学習の充実を図ることができました。 

① 地域ぐるみで進める人づくり   

 コミュニティスクール推

進委員会と地域が共催して，

地域の防災について考える

活動及び，意見交流会を開

催しました。７月３日（火）

きらら全員協議会の皆さん

と，５,６年生で，地区連合

防災会ガーベラの会のご指導による体験的な防災訓練をしました。体育館のコー

スには地震後の建物内をイメージした障害物が置かれ，その中を歩いて避難しま

す。目をけがした人，手足をけがした人を含む５人組で助け合ってうまく避難で

きるかという訓練でした。参加者の感想からは，｢小さなウエイトを足に付けただ

けで自由に動けなくなった｣「実際の災害の時は人を助けようと思う。」などいろ

いろな思いが伺えました。  

また，１０月２日（火）

には，ふれあい給食会の後，

きらら全員協議会の皆さん

と５年生が交流を持つ機会

を設けました。将来の夢や

今考えていること，また悩

みを，地域の方に知っても
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らったり，アドバイスをいただいたりすることができました。世代が大きく違っ

ても，子ども時代の話となれば同じ子ども同士のような感覚になってぐっと身近

になれるものです。遊びの中身も文化も違うけれど，不思議に話はよく通じ合っ

ていました。  

 

② ふれあい教室 

６月１８日（土）土曜授業の

日，多数の保護者のみなさんに

参加していただき，１,２年生は

ソーシャルスキル(コミュニケ

ーション能力)を学ぶ内容のか

るたを保護者-児童ふれあって

楽しみました。一方，スポーツ

推進委員さん指導の交流活動では，３,４年生は｢ボッチャ｣，５,６年生は｢テニポ

ン｣に取り組みました。３年生は昨年秋に視聴覚室でボッチャを体験しましたが，

初めてコートでプレイするという児童が多かったです。うまくできなくても，競

技を体験することで，今後地域でのスポーツ交流に足が向きやすくなると思いま

す。水沢地区のスポーツ推進委員さんをはじめ地区外のスポーツ推進委員さんに

も応援を得て，総勢１０名で指導にあたってもらいました。手軽なスポーツを通

して，地区内の広い世代の親交を促進したいというのが水沢地区のスポーツ推進

委員さんの熱い思いです。 

                                            

③ 水沢地区文化祭の取り組み 

水沢地区社協との共同開催で，１１月

４日（日）水沢地区文化祭が本校にて開

催されました。地域と学校教育との融合

を図り，地域の様々な人材をゲストティ

ーチャーとしてお招きし，地域の特性と

人材を生かした活動を学年ごとに行いま

した。 

１年生は身近で素朴な自然素材で工作を楽しみます。指導は担任や校長として

長年水沢に深くかかわった坂(ばん)元校長です。すてきなペンダントづくりにチ

ャレンジしました。 

２年生はスポーツ推進委員さんの指

導で世代を超えて交流できる「ボッチ

ャ」の楽しさを２年生も体験できまし

た。 

３年生は昨年度５年生が米づくり学

習で収穫したもち米から作った生地を

炒りました。七輪の炭火であられを炒



って，文化祭来場者に味わっていただきました。 

４年生は建労のみなさんのご指導で，木製プランターと花壇フェンスをつくり

ました。地区の花いっぱい運動とも連動する活動です。大きな材料を釘で固定す

る貴重な体験でした。 

５年生は今年収穫したもち米のわらで，わら工作をしました。自分でなったわ

らを描画材料にしてプレートを作りました。もち米はこの後あられ生地に加工し

て来年度の３年生のあられ炒りに引き

継ぎます。 

６年生は学校茶園で収穫したお茶で

恒例の「お茶カフェ」を開きました。

日本茶インストラクターの池田汐里さ

んから伝授された方法で，丁寧にお茶

を入れました。昨日の練習が生かせま

した。 

 

④ お茶を中心とした取組 

      お茶づくりを中心とする地場産

業の振興は，地域の人々の大きな

願いの一つです。４月２６日（木）

３・４・６年生は本校のお茶畑で

茶摘み体験をしました。また，６

年生はお茶の入れ方などの体験活

動や，地区文化祭で自分たちで摘んだお茶で，お茶カフェを開きました。９  月の

運動会練習期間に熱中症対策として，茶農協に提供いただいた水出し茶のサービ

スを「きららボランティア」が行いました。 

 

⑤ 花いっぱい活動 

１０月１６日（火）この日は水沢地区の花

いっぱい活動がありました。地区社協会長様

はじめ活動の推進にあたって頂いている皆様

のご指導で，プランターにパンジーやビオラ

の苗を植えました。ポット苗は 600 株ほどあ

りましたが，プランターがいっぱいになると

運動場西のプール沿いの花壇にも植えました。 

 

⑥ 安全・安心の取組 

１０月２２日（月）１,２年生が，県の地震

体験車で震度５強～６弱の激震を体験しまし

た。また，２３日（火）には水沢連合防災会

の全面的ご協力で，３年生が防災倉庫見学，



２年生が通学路安全点検を実施し，防災意識を高めました。「非常持ち出し袋」「家

具の転倒防止対策」など，知っていても実行できていないことが多くあります。

もしもの時には，まず自分の命を守るとともに，直後に続く避難生活についても

準備をしておきたいものです。 

また，きらら全員協議会を中心とした年

３回実施する交通安全・あいさつ運動キャ

ンペーンをはじめ，保護者による下校パト

ロール，地域のみまもる会（見守りボラン

ティア）の方々による登下校の見守りや青

パトによる見守り等，児童の安全を図って

います。 

 

⑦ 地域理解を推進する取組 

     地域人材による支援の

もと，地域の伝統文化や

歴史に学ぶ取り組みを行

いました。文化祭で高学

年を中心に，地域の伝統

文化であるお諏訪おどり

（笛，謡い，太鼓踊り）

の発表活動を行いました。 

５年生は自分たちが地

域の方と育て，収穫・脱

穀したもち米を使い，３

学期にボランティアの

方々とともにもちつきを行いました。また，１・３年生は，白寿会（老人会）の

方々と，昔遊びや昔の暮らしの聞き取り活動を行いました。 

 

（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 

① 地域と連携した文化祭，防災関連事業，交通安全（あいさつ）運動，ボランティ

ア活動，あるいは体験学習を中心とした教育実践やお茶の学習の取組において，

コミュニティスクール推進委員会が人的・物的両面で地域・学校間の重要なパイ

プ役を果たし，柔軟な活動につながりました。 

② コミュニティスクール推進委員会と地域が共催し，様々な活動や交流会を持ちま

した。郷土愛や自尊感情を高める子どもの育成のため，地域の方と共に考える機

会になりました。 

③ 地域ぐるみで食育推進や生活リズム向上をめざし，全員協議会の場で給食試食会

を開催しました。また，生活実態調査を年 3 回実施し，保護者・地域ぐるみで子

どもの生活習慣の向上を図ることができました。 

④ コミュニティのために新たに何かを行うというのではなく，地域と様々につなが



りながら活動してきた従来の実践を，コミュニティスクールの事業としてより深

めていくことを心がけてきました。推進委員会を中心とする活動との相乗効果で，

地域とのつながりを深めながら教育活動を展開することのよさが実感できました。 

 

３ 今後に向けて 

今後も，昨年度までの活動を大切にしつつ「安全・安心」「防災」「生活リズム向上」

を柱に，コミュニティスクール事業を計画・推進していきたいと思います。 

次年度への取組に関しては，昨年度及び今年度の学校評価アンケートの結果から，昨

年度に引き続き，読書活動の充実に向けた取組が必要であると感じています。また，今

年度スポーツ推進委員会の提案により，ふれあい教室の中でも３・４年生対象に「ボッ

チャ」を実施しました。今後も，地域との連携を図り，より充実した活動になるよう進

めていきます。 

また，子どもたちの活動が地域に根付いた体験となり，学校運営が地域の人たちの願

いや思いを軸にしたものとなるようにしていくとともに，水沢地区連合自治会及び各種

団体の方々とも連携し，取組が地域全体のものとして広がるよう活動の価値とねらいを

明らかにしながら，活動を推進していきたいと考えています



平成３０年度四日市版コミュニティスクール活動報告 
 
                       四日市市立水沢小学校 
                       
                       委員長  森  哲 也    
 
                       校 長  片岡   博    
 
 

 

月 協議会の開催 活 動 内 容 

４ 
第１回きらら推進委員会 

第１回きらら全員協議会 

 

・方向性，全員協議会開催について 

・委員委嘱，運営方針，事業計画について 

 

５ 
第２回きらら推進委員会 

 
・全員協議会の本年度活用内容について 

 

６ 
第２回きらら全員協議会 ・体験的防災訓練（水沢連合防災会 ガーベラグループ） 

 

７ 
第３回きらら推進委員会 

 
・水出し茶，運動会，文化祭について 

８  
 
 

９  
 

 

10 
第３回きらら全員協議会 

第４回きらら推進委員会 

 

・ふれあい給食会  給食についての話 

・水沢地区文化祭の計画 

・５年児童との交流 

・防災訓練 

11 
 
 

・水沢地区文化祭 

（お茶カフェ・米作りの発表・あられ煎り・ボッチャ・

プランターカバー作り・ペンダント作り等） 

12 
第５回きらら推進委員会 

 
・文化祭の反省 

・全員協議会の計画等 

１ 
 
 

 

２ 
第４回きらら全員協議会 

 
・６年生を送る会参観 

３ 
第６回きらら推進委員会 

 

・１年間の反省と評価 

・来年度の活動について 
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